
「書面表決」の書式  

（１） ２０２０年（令和２年）４月１日 第２１号  

  

東
教
育
財
団
の
令
和
二
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
理

事
会
は
予
定
ど
お
り
三
月
十
日
に
開
催

さ
れ
、
所
要
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。 

併
せ
て
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
評

議
員
会
の
開
催
は
中
止
し
、
評
議
員
会
の

決
議
を
省
略
し
、
所
謂
「
書
面
表
決
」
の

手
続
き
を
採
用
す
る
旨
決
定
さ
れ
た
。 

          

     

   

理
事
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
全
評
議
員

に
書
面
表
決
を
求
め
、
全
員
の
同
意
を
得

て
成
立
し
た
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

一 
助
成
事
業 

  

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発
展 

に
寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園
の
独
自
性

や
特
色
を
持
つ
事
業 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の

充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区
五
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す
る
事

業 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

      

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚
園
、

小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
活
動
を
行
う

社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団
体 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 
 
 
 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団

体 

  

 

    

  

長
引
く
超
低
金
利
政
策
が
、
公
益
財

団
の
運
用
収
益
減
を
招
き
、
財
政
基
盤

を
弱
体
化
さ
せ
て
い
る
。 

当
財
団
も
保
有
公
債
の
満
期
償
還
に

伴
い
運
用
収
益
の
前
年
度
比
減
の
あ
っ

た
平
成
二
九
・
三
〇
年
度
の
二
年
に
亘

り
、
助
成
額
を
減
じ
た
。 

し
か
し
、
現
下
の
超
低
金
利
状
況
か

ら
の
脱
却
が
見
通
せ
な
い
中
、
令
和
元

年
一
一
月―

地
方
債
（
額
面
二
億
円 

利

率
一
・
五
八
％
）、
令
和
四
年
一
二
月―

国
債
（
額
面
三
億
円 

利
率
一
・
四
〇
％)

令
和
七
年
六
月―

国
債
（
額
面
一
〇
億

円 

利
率
一
・
九
〇
％
）
が
満
期
償
還
と

な
り
、
運
用
収
益
の
大
幅
減
収
が
見
込

ま
れ
、
こ
れ
ま
で
通
り
運
用
収
益
の
減

に
応
じ
助
成
額
を
減
じ
る
こ
と
を
続
け

れ
ば
、
財
団
の
目
的
・
事
業
の
達
成
が

不
十
分
と
な
り
、
公
益
財
団
法
人
と
し

て
存
続
す
る
こ
と
の
意
義
を
問
わ
れ
る

こ
と
と
な
る
。 

そ
こ
で
、
令
和
二
年
度
以
降
の
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
運
用

収
益
が
減
じ
て
も
対
象
事
業
・
対
象
団

体
は
従
前
と
同
様
と
し
、
助
成
基
準
及

び
助
成
額
は
、
令
和
元
年
度
と
同
様
と

す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

 

              
  

 
       

 

助
成
限
度
額 

 

助
成
対
象
団
体 

（
理
事
会
会
議
風
景
） 

 

助
成
対
象
事
業 

令
和
二
年
度
事
業
計
画 

及
び
収
支
予
算
の
概
要 
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事
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(

※ 

令
和
元
年
九
月
四
日
、「
資
金
運
用

及
び
助
成
事
業
検
討
委
員
会
」
を
開
催

し
、
財
団
の
基
盤
確
保
の
対
応
策
樹
立

を
目
指
し
て
、
次
の
事
項
を
検
討
し
た
。 

一 

収
益
減
下
に
お
け
る
公
益
事
業
の

あ
り
方 

二 

右
記
の
公
益
事
業
に
要
す
る
財
源

の
確
保 

ア 

基
本
財
産
の
一
部
取
崩
し
の
是
非 

イ 

基
本
財
産
の
運
用
の
弾
力
化 

ウ 

経
常
経
費
の
削
減 

《
詳
し
く
は
『
財
団
だ
よ
り
』
一
九
号
参

照
》） 

但
し
、
校
園
周
年
記
念
事
業
及
び
日
本

語
等
指
導
事
業
へ
の
特
別
助
成
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。 

二 

特
定
費
用
準
備
資
金
積
立
事
業 

① 

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成 

積
立
金
（
平
成
三
〇
年
度
設
定
） 

 
 

令
和
二
年
度
に
周
年
記
念
特
別
事
業 

を
実
施
す
る
四
校
園
（
小
一
・
幼
三
） 

に
特
別
助
成
を
行
う
た
め
、
七
五
〇
、

〇
〇
〇
円
を
取
崩
す
。 

② 

外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
助
成
積

立
金
（
令
和
元
年
度
設
定
） 

同
積
立
金
は
、
外
国
籍
や
外
国
に
ル 

                

 

 

―

ツ
が
あ
る
な
ど
日
本
語
指
導
を 

 

要
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
就
園
・

就
学
が
増
え
て
お
り
、
特
に
中
央
区
内

で
の
増
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
と
の
円
滑
な
意
思
疎

通
に
必
要
と
す
る
携
帯
型
翻
訳
機
購

入
等
の
外
国
語
対
応
教
育
環
境
整
備

を
行
う
中
央
区
所
在
の
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校
に
助
成
す
る

資
金
を
積
立
て
る
も
の
で
あ
り
、
令
和

二
年
度
に
五
三
七
、
〇
〇
〇
円
を
積
立

て
る
と
と
も
に
、
同
事
業
を
行
う
中
央

区
内
の
校
園
に
特
別
助
成
を
行
う
た

め
、
一
、
三
三
二
、
〇
〇
〇
円
を
取
崩

す
。 

三  

広

報

啓

発

事

業 

『
東
教
育
財
団
だ
よ
り
』
発
行
事
業 

財
団
の
事
業
と
大
阪
の
文
化
・
歴
史

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
を
発
行
（
年
四

回
）
す
る
。 

   

❖ 

収  

入
（
経
常
収
益
計
） 

三
一
、
六
九
五
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

△
一
、
四
二
三
、
〇
〇
〇
円
） 

   

 

  

                   

     

             
 

        
 

 

 

❖ 

支  

出
（
経
常
費
用
計
） 

三
二
、
四
八
二
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

  

二
三
九
、
〇
〇
〇
円
） 

 (

内 

訳) 

【
事
業
費
計
】 

二
二
、
〇
八
八
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比
一
、
〇
七
五
、
〇
〇
〇
円
） 

【
管
理
費
計
】 

一
〇
、
三
九
四
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

△
八
三
六
、
〇
〇
〇
円
） 

❖ 

差  

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

 

△
七
八
七
、
〇
〇
〇
円
（
※
） 

※ 

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成

積
立
金
取
崩
額
七
五
〇
、
〇
〇
〇

円
及
び
外
国
語
対
応
教
育
環
境
充

実
助
成
積
立
金
取
崩
額
一
、
三
三

二
、
〇
〇
〇
円
を
加
え
、
後
者
積

立
金
積
立
額
を
差
引
く
と
、
七
五

八
、
〇
〇
〇
円
の
黒
字
と
な
る
。 

 
 
 

し
か
し
、
超
低
金
利
状
態
が
続

き
、
運
用
収
益
の
大
幅
減
収
が
見

込
ま
れ
る
の
で
、
令
和
二
年
度
に

新
た
な
特
定
費
用
準
備
資
金
を
積

立
て
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、

収
支
相
償
と
な
る
予
定
で
あ
る
。 

       

  
  

令
和
元
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の
具

体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

○ 

学
校
教
育
事
業
助
成 

《 

地
域
学
習
体
験
活
動
事
業 

》 

          

 

中
央
小
学
校
で
は
、「
地
域
の
方
々
に

よ
る
児
童
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
活
動
」

を
一
層
充
実
さ
せ
、
ま
た
、
地
元
高
津
宮

か
ら
雅
楽
奏
者
を
招
い
て
雅
楽
の
学
習

を
行
い
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
に
触 

れ
、
校
下
の
地
域
の
良
さ
を
知
り
、
地
域 

 

                               

 

 

助
成
事
業
の
紹
介 

令
和
二
年
度
収
支
予
算 

（２） 



 

  
 

（３）  

を
愛
し
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
思
う
心
豊

か
な
児
童
の
育
成
を
図
っ
た
。 

 
 
 
 
 

  

（
助
成
額
三
〇
万
円
） 

 

《 

子
ど
も
文
楽
学
習
発
表 

》 

          

国
立
文
楽
劇
場
が
校
下
に
あ
る
高
津

小
学
校
で
は
、
六
年
生
の
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
教
材
と
し
て
文
楽
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

五
年
生
の
三
学
期
か
ら
六
年
生
の
二

学
期
ま
で
の
十
ケ
月
間
、
文
楽
劇
場
の
技

芸
員
の
指
導
の
も
と
、
三
業
（
太
夫
・
三 

味
線
・
人
形
遣
い
）
に
分
か
れ
て
練
習
を 

                  

  

  

重
ね
、
文
楽
を
上
演
で
き
る
技
量
を
身

に
つ
け
、
十
一
月
二
三
日
（
土
）
に
発

表
会
を
行
っ
た
。
他
の
学
年
は
六
年
生

の
文
楽
練
習
の
様
子
を
見
学
し
、
発
表

会
で
文
楽
を
楽
し
ん
だ
。 

ま
た
十
一
月
三
十
日
（
土
）
高
津
小

講
堂
で
開
催
さ
れ
た
中
央
区
役
所
主
催

の
「
文
楽
の
い
ろ
は
」
で
は
、『
鬼
一
法

眼
三
略
巻 

五
条
橋
の
段
』
と
『
二
人
三

番
叟
』
を
披
露
し
た
。 

（
助
成
額
三
〇
万
円
） 

○ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

《 
船
場
博
覧
会
の
開
催 

》  

               

  

               

北
船
場
の
古
い
歴
史
や
豊
か
な
文

化
、
隠
れ
た
魅
力
に
光
を
あ
て
、
北
船

場
と
い
う
街
の
魅
力
を
発
信
す
る
た

め
、「
船
場
博
覧
会
」
を
開
催
し
、
街

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。 

令
和
元
年
度
は
、
十
一
月
中
旬
（
十

一
月
十
七
日（
日
）～
二
十
三
日（
土
））

に
「
船
場
を
愉
し
む
七
日
間
」
が
、
二

月
二
七
日
（
木
）
～
三
月
三
日
（
火
）

に
「
船
場
の
お
ひ
な
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
た
。       

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

○ 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

                        

 

                  

 
 

            

〇 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

南
大
江
地
域
「
地
域
文
化
祭
」 

  

 
 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
十
二
月 

  
            

   

           

 

  

《 

玉
造
い
き
い
き
交
流
事
業 

》 

九
月
二
日
か
ら
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
玉

造
地
域
住
民
を
対
象
に
参
加
を
募
り
、
九

月
二
三
日
（
祝
）
総
勢
九
五
名
で
、
高
野

山
方
面
へ
の
「
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
実

施
し
た
。 

当
日
、
台
風
一
七
号
通
過
に
よ
る
悪
天

候
が
心
配
さ
れ
た
が
、
歩
行
中
は
雨
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
約
五
キ
ロ
を
全
員

が
完
歩
で
き
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
と

世
代
間
の
交
流
が
深
め
ら
れ
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
一
助
と
な
っ
た
。 

 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

（
「
芝
川
家
お
雛
さ
ま
」
展
示
風
景 

） 

（ 

恒
例
の
吉
兆
の
お
雑
煮
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
愉
し
む
人
々 

） 



                             

  （４） 

       

大
阪
人
は
う
ど
ん
を
よ
く
食
べ
、
東
京

人
は
そ
ば
を
好
む
と
い
う
。
江
戸
時
代
か

ら
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
江
戸
落

語
の
「
時
そ
ば
」
は
、
上
方
落
語
の
「
時

う
ど
ん
」
を
江
戸
に
う
つ
し
た
も
の
で
あ

る
。 ま

た
、
関
西
と
関
東
で
は
、
出
汁
や
つ

ゆ
に
も
違
い
が
あ
り
、
き
つ
ね
と
た
ぬ
き

も
東
西
で
そ
の
中
味
が
異
な
る
。 

大
阪
市
西
区
新
町
の
「
新
町
南
公
園
」

の
一
角
に
『
こ
こ
に 

砂
場 

あ
り
き
』 

と
記
さ
れ
た
石
碑
（
写
真
＝
左
）
が
立
っ

て
い
る
。
こ
の
碑
の
裏
面
（
写
真
＝
下
） 

に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

        

   

 
  

    

   

 「 

本
邦
麺
類
店
発
祥
の
地 

大
阪
築
城
史
蹟
・
新
町
砂
場 

 

天
正
十
一
（
一
五
八
三
）
年
九
月
、
豊

太
閤
秀
吉
公
大
阪
築
城
を
開
始
、
浪
速
の

町
に
数
多
、
膨
大
を
極
め
し
資
材
蓄
積
場

設
け
ら
る
。
こ
こ
新
町
に
は
砂
の
類
置
か

れ
、
通
称
を
「
砂
場
」
と
呼
び
て
、
人
夫
・

工
事
関
係
者
日
夜
雲
集
す
。
人
集
ま
る
所

食
を
要
す
。
早
く
も
翌
天
正
十
二
年
、
古

文
書
「
二
千
年
袖
鑒
」
に
麺
類
店
「
い
づ

み
や
・
津
の
国
屋
」
な
ど
開
業
と
あ
る
。

即
ち
こ
の
地
、
大
阪
築
城
史
蹟
に
し
て
、

ま
た
、
本
邦
麺
類
店
発
祥
の
地
な
り
。 

 
 
 
 
 

坂
田
孝
造 

識 

」 

        

こ
の
「
い
ず
み
や
」
が
後
に
江
戸
に

移
り
、
有
名
な
そ
ば
屋
（
「
虎
ノ
門
砂

場
」）
に
な
っ
た
。 

 

昔
、
わ
が
国
で
麺
類
と
い
え
ば
素
麺

で
あ
り
、
今
の
う
ど
ん
に
あ
た
る
も
の 

を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
五
世 

紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
ば
は
も 

  

         

  

   

 と
後
で
あ
る
と
い
う
。 

 

今
で
こ
そ
国
産
の
そ
ば
粉
は
小
麦
粉

よ
り
ず
っ
と
高
い
が
、
昔
は
そ
ば
は
荒
地

で
で
き
る
救
荒
作
物
で
、
う
ど
ん
に
比
べ

安
価
な
食
べ
物
で
あ
っ
た
。
江
戸
で
も
十

七
世
紀
頃
ま
で
は
う
ど
ん
の
方
が
上
等

と
さ
れ
、
そ
ば
の
方
が
粗
末
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。 

 

大
坂
と
か
讃
岐
は
平
野
部
が
肥
沃
で

あ
っ
た
の
で
、
庶
民
も
う
ど
ん
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
が
、
江
戸
近
郊
の
土
地
は

生
産
力
が
低
く
、
そ
ば
く
ら
い
し
か
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
庶
民
は
そ
ば
し
か
食
べ

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
時
代
の
そ
ば
の
つ
ゆ
は
濃
く
て

塩
辛
い
。
江
戸
開
府
当
時
、
江
戸
の
庶
民

に
は
肉
体
労
働
者
が
多
く
塩
分
を
必
要

と
し
た
し
、
男
社
会
で
繊
細
な
味
付
け
を

工
夫
す
る
余
裕
も
な
く
、
出
汁
に
は
金
も

か
か
る
の
で
、
濃
い
つ
ゆ
に
な
っ
た
と
い

う
。 

 

麺
よ
り
つ
ゆ
が
高
い
の
で
、
つ
ゆ
を
少

し
で
す
む
よ
う
に
し
た
の
は
、
そ
ば
屋
の

商
略
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
ば
を
濃
い
つ
ゆ

に
ち
ょ
っ
ぴ
り
つ
け
て
す
す
る
の
が
江

戸
っ
子
の
粋
と
さ
れ
、
そ
の
他
い
ろ
ん
な

付
加
価
値
を
つ
け
て
洗
練
さ
れ
た
食
べ

物
に
し
た
の
は
、
江
戸
文
化
の
功
績
で
あ

る
。 

                           

   

 
大
阪
人
は
、
昆
布
と
鰹
節
で
出
汁
を
引

き
、
淡
口
醤
油
で
味
付
け
し
た
す
ま
し
汁

で
う
ど
ん
を
楽
し
ん
で
き
た
。
こ
れ
に
甘

辛
く
炊
い
た
薄
揚
げ
を
入
れ
れ
ば
「
き
つ

ね
」（
け
つ
ね
と
も
い
う
）
で
あ
る
。 

 

昔
、
大
阪
に
は
そ
ば
専
門
の
店
が
な
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
平
成
に
入
り
、「
挽

き
た
て
、
打
ち
た
て
、
湯
が
き
た
て
」
の

そ
ば
専
門
の
店
が
大
阪
に
も
現
れ
た
。
二

〇
一
二
年
版
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
京
都
・
大

阪
・
神
戸
・
奈
良
」
に
大
阪
市
内
の
そ
ば

屋
八
店
が
紹
介
さ
れ
た
。 

 

ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
評
価
よ
り
自
分
の
舌

を
信
用
し
て
お
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
紹
介
の

八
店
の
内
七
店
は
先
に
制
覇
し
て
い
た
。 

 

六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
「
そ
ば
屋
の

肴
」
で
酒
を
楽
し
む
こ
と
が
多
く
な
り
、 

困
っ
て
い
る
の
は
予
約
が
き
か
な
い
店

の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
ば
屋
が
予
約
を

と
ら
な
い
の
も
「
ふ
ら
っ
と
一
人
で
寄
っ

て
、
さ
っ
と
食
べ
て
出
る
」
と
い
う
江
戸

っ
子
の
粋
の
名
残
で
あ
ろ
う
か
。 

 

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

 
 

 
 

そ
ば
は
も
っ 

こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。 

一
五
〇
〇
字
程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

大
阪
の
食
文
化 

ー 
う
ど
ん
と
そ
ば 

ー 


